




































されている 7)。このように逆 U 字理論は，やや包括的
ではあるが，ピークパフォーマンスの状態を単純にわ








Development of peak performance evaluation sheet 
and verification of the usefulness
Kentaro SHIBAHARA, Masashi FUKAMI, Kosuke HIRAYAMA and Hideaki TAKAI
Abstract: In this study, archery and golf were surveyed. And it was intended to inspect it about 
making and the usefulness of the peak performance evaluation sheet of the player based on reverse 
U character theory. As a result, by a peak performance evaluation sheet in a strain degree and the 
psychological zone indicating the usefulness it followed. However, in the performance display 
degree, the inspection that there were a lot of factors to constitute a performance display degree, and 
not only competition properties but also the individual characteristic took example by was necessary.
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下，アーチェリー：男性 21 名，女性 15 名）とゴルフ





















いて比較を行った。表 1 は 2 群間のピークパフォーマ
ンス評価シートにおける緊張度，パフォーマンス発揮
度，心理的ゾーンの平均値とその差の検定の値を示し
たものである。その結果，緊張度（t(56)=0.46, n.s.）と
心理的ゾーン（t(56)=0.37, n.s.）には競技間による差が
認められなかった。これにより，アーチェリーとゴル
フでは，最適とされる緊張度や安定したパフォーマン
スを発揮できる心理的ゾーンが相似している可能性が
示された。この結果は，堀 7) の理論的整理と整合した
ものであり，競技の違いに関わらず，緊張度と心理的
ゾーンは競技特性に対応することが示唆された。この
ことから，ピークパフォーマンス評価シートは，クロー
ズドスキルを必要とする競技において緊張度と心理的
ゾーンが評価可能なシートであり，その有用性を示す
結果となった。
パフォーマンス発揮度については，アーチェリーに
比べてゴルフが高いことが明らかとなった（t(56)= 
–2.99, p<.01）。これは，アーチェリーとゴルフでは同じ
程度の緊張度であったとしても発揮するパフォーマン
スに違いがあることを示している。徳永ら 9) は，競技
パフォーマンスについて，実力発揮度と競技成績の
2 つの側面があること，競技パフォーマンスが高まる
ためには，これら 2 つが相互に高まることが必要であ
ると述べている。さらに徳永ら 10) は，パフォーマンス
と心理的競技能力には強い関係があることを示してい
る。心理的競技能力とは，競技意欲，精神の安定・集
中，自信，作戦能力，協調性からなるスポーツ選手の
心理的スキルである。これらのことから，選手自身が
パフォーマンス発揮度を評価するには，多くの構成要
因があることも考慮し，競技特性のみならず個人特性
も鑑みたピークパフォーマンス評価シートの有用性の
検証が必要であろう。
本研究においても，同一競技でありながらも高い緊
張度のときにパフォーマンスを発揮する選手や低い緊
張度のときにパフォーマンスを発揮する選手がみられ
た。そのため，ピークパフォーマンス評価シートの有
用性を示すためには，個人特性を反映できるチェック
リストを加え検討しなければならない。
????
本研究により，以下のことが明らかとなった。
ピークパフォーマンス評価シートにより緊張度と心
? 1　2 群間のピークパフォーマンス評価シートの平均値
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理的ゾーンにおいては，その有用性を示す結果となっ
た。しかし，パフォーマンス発揮度においては多くの
構成要因があり，競技特性のみならず個人特性も鑑み
た検証が必要である。
?????
本研究の問題点および課題は以下の 2 点である。
本研究では，クローズドスキルを必要するアーチェ
リーとゴルフを対象とした。したがって，オープンス
キルを必要とする競技との比較検証が必要となる。そ
のため，オープンスキルの競技者を対象に調査を実施
し，競技特性による比較検証を行うことでピークパ
フォーマンス評価シートの有用性について検討しなけ
ればならない。さらに，個人的特性を基準とした比較
検証も重要である。これまで，ピークパフォーマンス
に関する報告の多くは，競技特性を基準とした分類に
より検討されている。しかし，本研究の調査対象者に
は，同一競技でありながらも高い緊張度のときにパ
フォーマンスを発揮する選手や低い緊張度のときにパ
フォーマンスを発揮する選手が存在した。今後，ピー
クパフォーマンス評価シートの有用性を示すために
は，個人特性を反映できるチェックリストを加え検討
しなければならない。
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